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はじめに  

 

 

大 切 な も の 。  

 双 葉 町 は 、あ の 日 を 境 に コ ミ ュ ニ テ ィ の 崩 壊 と 、多 く の 可 能 性 を 秘 め た 子 ど も た ち の

学 び の 場 が 奪 わ れ て し ま い ま し た 。  

子 ど も た ち に と って も 双 葉 町 に と って も 、大 切 な も の が 機 能 で き な く な って し ま い ま し

た 。  

現 在 も 主 の い な い 双 葉 町 内 の 学 校 は 、 時 間 が 止 ま っ た ま ま で す。  

 

 令 和 ４ 年 ８ 月 ３ ０ 日 に 、 特 定 復 興 再 生 拠 点 区 域 の 避 難 指 示 が 解 除 さ れ 、 ９ 月 ５ 日 に

は 、双 葉 町 役 場 新 庁 舎 で 業 務 が ス タ ー ト し ま し た 。そ こ で 、「 双 葉 町 の 未 来 に つ な が る

町 づ く り の 推 進 」と い う 町 長 の 方 針 の も と 、令 和 ５ 年 ５ 月 に「 学 校 設 置 検 討 委 員 会 」が

発 足 し ま し た 。双 葉 郡 ８ 町 村 の 中 で は 、地 元 に 戻 って の 学 校 再 開 は ラ ス ト ラ ン ナ ー で す。 

 

 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 に い わ き 市 錦 町 で 町 立 学 校 を 再 開 し 、同 年 ８ 月 に 仮 設 校 舎・園 舎 を 建

築 して 子 ど も た ち の 学 び を 保 障 して き ま し た 。同 時 期 に 、双 葉 郡 教 育 復 興 ビ ジ ョ ン の 取

り 組 み の 一 つ と して「 ふ る さ と 創 造 学 」と い う 、双 葉 郡 ８ 町 村 で 協 力 して 取 り 組 む 教 育

活 動 で 探 究 的 な 学 習 を ベ ー ス に 、双 葉 町 の 伝 統 文 化 や 歴 史 、復 旧・復 興 に 関 わ る 事 に つ

い て 外 部 団 体 と 連 携 して 体 験 的 な 活 動 を 行 って き ま し た 。  

  

 そ して 、 今 、 大 切 に して い る も の は 、 震 災 前 か ら ALT と して 、 双 葉 町 の 子 ど も た ち

を 教 え 、避 難 先 で も 、現 在 も 子 ど も た ち に 英 語 学 習 を 通 して 寄 り 添 い 、非 常 事 態 に お け

る 「 人 と して の 行 動 ・ 想 い 」 を 伝 えて く れ て い る 二 人 の 英 国 出 身 の ALT に 対 す る 感 謝

と こ れ か ら の 学 校 教 育 に 必 要 な 「 人 と して の 生 き 方 」「 人 と の 絆 」 を グロ ー バ ル に 捉 え

て 学 び の 本 質 の 一 つ と して 構 築 して い き た い と 考 えて い ま す。  

 

 こ の 度 、５ 回 に お よ ぶ 学 校 設 置 検 討 委 員 会 の 会 議 、そ して 多 く の 専 門 的 領 域 に お け る

ワ ー ク シ ョ ッ プ、幅 広 い ア ン ケ ー ト 調 査 を 経 て 、双 葉 町 学 校 教 育 基 本 構 想 が ま と ま り ま

し た 。  

 こ れ ま で の 学 校 設 置 検 討 委 員 は も ち ろ ん 、関 係 さ れ た ワ ー キ ン ググル ー プ の 委 員 の 皆

様 、 基 本 構 想 へ の ご 意 見 を 頂 戴 し た すべ て の 皆 様 に 御 礼 と 感 謝 を 申 し 上 げ ま す。  

 

 

                    双 葉 町 教 育 委 員 会  教 育 長  舘 下  明 夫  
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１ 双葉町学校設置基本構想の背景  

（１）双葉町の概要  

 １）地勢と沿革  

双 葉 町 は 福 島 県 の 浜 通 り 地 方 中 央 、 双 葉 郡 に 属 す。 東 に 太 平 洋 、 西 に 三 ツ 森 山 や 十 万 山

な ど 山 々 が 連 な る 阿 武 隈 高 地 が 広 が り 、 海 と 山 に い だ か れ 、 夏 は 涼 し く 、 冬 は 温 暖 で 降 雪

の 少 な い 地 域 で あ る 。相 馬 中 村 藩 の 南 部 、標 葉 郷 に あ り 、昭 和 26 年 に 新 山 町 と 長 塚 村 が 合

併 して 標 葉 町 と な り 、 昭 和 31 年 に 双 葉 町 に 改 名 し 、 昭 和 33 年 に 浪 江 町 の 一 部 を 編 入 して

今 に 至 る 。 北 に 浪 江 町 、 南 に 大 熊 町 が あ り 、 両 町 の 中 心 部 ま で 車 で 10 分 程 度 で あ る 。  

２）歴史と文化 

 縄 文 時 代 か ら 集 落 の 痕 跡 が あ り 、 7 世 紀 前 半 に は 双 葉 南 小 学 校 敷 地 内 に 保 存 さ れ て い る

清 戸 迫 横 穴 と 呼 ば れ る 古 墳 が 建 設 さ れ た と み ら れ て い る 。 722 年 に 植 え ら れ た 前 田 稲 荷 神

社 の 御 神 木 （ 前 田 の 大 杉 ） が 現 存 す る 。  

 相 馬 野 馬 追（ 標 葉 郷 ）、300 年 続 く ダル マ 市 等 の 歴 史 が 残 り 、谷 筋 に 集 落 が 形 成 さ れ て い

る 関 係 か ら 、住 戸 、田 畑 、里 山 が 近 接 し た 長 閑 な 風 景 が 広 が る 。ま た 3000 人 参 加 す る 町 民

体 育 祭 、 地 域 ご と の 神 楽 、 町 民 文 化 祭 や 盆 踊 り 等 、 多 く の 町 民 が 参 加 す る 催 し も 盛 ん に 開

催 さ れ て い た 。  

３）まちづくりのこれまでとこれから 

 農 業 を 主 産 業 と し 、旧 街 道 の 宿 場 町 や 国 道 6 号 線 沿 い に 集 落 が 形 成 さ れ た 。1970 年 代 以

降 は 原 子 力 発 電 所 が 稼 働 し 、 首 都 圏 へ の エ ネ ル ギ ー 供 給 地 と して 、 ま た 発 電 所 を 中 心 と し

た 双 葉 工 業 団 地 、 文 化 や 自 然 環 境 を 生 か し た 観 光 産 業 な ど 多 様 性 を も ち 発 展 し た 。  

 駅 を 背 に 、 太 平 洋 側 の 国 道 沿 い を 中 心 に 発 展 して い た 町 は 、 東 日 本 大 震 災 に よ る 津 波 被

害 と 原 子 力 発 電 所 事 故 を 受 け て 、 町 の 姿 が 見 直 さ れ 、 双 葉 駅 西 側 に 復 興 公 営 住 宅 や 再 生 賃

貸 住 宅 が 整 備 さ れ る な ど、 駅 を 中 心 と し た 姿 に 変 化 し つ つ あ る 。 海 岸 沿 い の 中 野 地 区 に 県

立 の 東 日 本 大 震 災 ・ 原 子 力 災 害 伝 承 館 が 整 備 さ れ 、 復 興 産 業 拠 点 と して 企 業 誘 致 を 行 って

い る 。  
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（２）東日本大震災と双葉町の教育  

 平 成 23 年 3 月 11 日 の 東 日 本 大 震 災 と 東 京

電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に よ り 、すべ て

の 町 民 が 町 外 へ 避 難 し 、 長 期 に わ た る 避 難 生

活 は 震 災 か ら 13 年 経 過 し た 令 和 6 年 3 月 現 在

も 継 続 して い る 。3 年 間 町 立 学 校 が 再 開 で き ず、

避 難 先 の 各 地 の 学 校 に 子 ど も た ち は 通 って い

た 。平 成 26 年 4 月 に 町 立 学 校 を 再 開 し 、同 年

8 月 い わ き 市 錦 町 に 、ふ た ば 幼 稚 園 、双 葉 北 小

学 校 、双 葉 南 小 学 校 、双 葉 中 学 校 が 同 居 す る 仮

設 校 舎  ・園 舎 が 完 成 し た 。幼 稚 園 1 人 、小 学 校

4 人 、中 学 校 6 人 か ら の 再 開 で あ っ た 。現 在 も 、

避 難 先 は 全 国 各 地 に 分 散 して お り 、 町 立 学 校 に 通 う 児 童 生 徒 は 限 定 的 で あ る 。 震 災 前 に 幼

稚 園 130 人 、 小 学 校 343 人 、 中 学 校 208 人 で あ っ た 就 学 者 数 は 、 現 在 、 合 わ せ て 40 人 程

度 で あ り 、 そ の 中 に は 半 数 程 度 の 区 域 外 就 学 者 も 含 ま れ る 。 避 難 者 を 含 む 就 学 対 象 者 数 は

令 和 5 年 度 で 425 人 で あ り 、 町 立 学 校 に 通 う 園 児 児 童 生 徒 数 は 1 割 に 満 た な い 。  

令 和 4 年 8 月 30 日 に 特 定 復 興 再 生 拠 点 区 域 の 避 難 指 示 が 解 除 さ れ 、 9 月 5 日 か ら 双 葉

駅 東 に 整 備 さ れ た 新 庁 舎 で 業 務 が 開 始 さ れ た 。町 民 の 帰 還 や 新 た な 住 民 の 受 入 れ に 向 け て 、

取 り 組 み が 始 ま る 中 、令 和 5 年 6 月 9 日 に 福 島 復 興 再 生 特 別 措 置 法 が 改 正 さ れ 、中 間 貯 蔵

施 設 区 域 と 特 定 復 興 再 生 拠 点 区 域 を 除 く 帰 還 困 難 区 域 に お い て も 、「 2020 年 代 を か け て 帰

還 意 向 の あ る 住 民 が 帰 還 で き る よ う 取 り 組 み を 進 め る 」 と い う 政 府 方 針 が 示 さ れ た こ と か

ら 、 居 住 人 口 の 回 復 に 向 け 、 前 進 す る こ と と な っ た 。  

 
 

写真：旧双葉中学校校舎  

図表：町立学校の園児児童生徒数の推移 
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（３）学校に関わる歴史的な背景  

 大 正 12 年 （ 1923 年 ） に 旧 制 福 島 県 立 双 葉 中 学 校 （ 現 双 葉 高 校 、 現 在 は 休 校 中 ） が 設 置

さ れ 、 双 葉 町 は 郡 の 学 び の 中 心 で あ っ た 。 そ の た め 「 文 教 の 地 」 と 呼 ば れ 、 そ れ は 町 民 の

誇 り で あ っ た 。 昭 和 40 年 か ら 50 年 代 に 小 中 学 校 施 設 が 相 次 い で 整 備 さ れ 、 昭 和 55 年

（ 1980 年 ）に は 中 学 校 に 50m プー ル が 整 備 さ れ て い る 。昭 和 27 年 に 標 葉 町 保 育 園  （ 現 在

の ま どか 保 育 園 ） が 設 立 さ れ 、 昭 和 47 年 に 町 立 幼 稚 園 を 設 置 し た 。  

 町 立 学 校 3 校 は 全 て 高 台 に 整 備 さ れ 、 山 地 を 切 り 崩 す な ど して 敷 地 造 成 さ れ て い る 。 津

波 や 水 害 等 の 歴 史 的 な 経 緯 も あ り 、 学 校 を 安 全 な 場 所 に と い う 思 い が 感 じ ら れ る 。  

 2010 年 の 児 童 数 等  主 な 建 物 整 備 時 期  面 積 （ 校 舎 /屋 体 ）  

ふ た ば 幼 稚 園  130 人  昭 和 49 年  1,363 ㎡  

双 葉 南 小 学 校  192 人  昭 和 44 年  3,211 ㎡ /643 ㎡  

双 葉 北 小 学 校  151 人  昭 和 47 年  2,957 ㎡ /818 ㎡  

双 葉 中 学 校  208 人  昭 和 53 年  4,426 ㎡ /2,507 ㎡  

 

 

 社 会 教 育 施 設 は 双 葉 駅 東 側 エ リ ア に 図 書 館 、 児 童 館 、 体 育 館 、 公 民 館 、 歴 史 民 俗 資 料 館

が 設 置 さ れ 、 そ の 他 に 総 合 保 健 福 祉 施 設 ヘ ル ス ケ ア ふ た ば 、 青 年 婦 人 会 館 せ ん だ ん 温 泉 な

ど も 整 備 さ れ て い た 。現 時 点 で は 、コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー の 改 修 の 方 針 が 示 さ れ て お り 、

他 の 公 共 施 設 に つ い て も 検 討 が 進 め ら れ て い る 。  

 
 

 

図表：町立学校の校舎等 

図表：学校及び公共施設の位置 
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（４）現在の双葉の教育  
１）仮設校舎での学びの環境 

 い わ き 市 内 に ２ 階 建 の 仮 設 校 舎 が 建 て ら

れ 、小 学 校 1 年 生 か ら 4 年 生 ま で が 1 階 、5 年

生 か ら 中 学 校 3 年 生 ま で が 2 階 の 教 室 を 使 用

して お り 、幼 稚 園 は 別 棟 に あ る 。体 育 館 は あ る

が 、校 庭 が 確 保 で き ず、外 遊 び は 校 舎 ま わ り で

行 わ れ て い る 。プー ル は 隣 接 す る 公 立 小 学 校 の

プー ル を 借 り 、運 動 会 は 仮 設 校 舎 の 体 育 館 で 行

って い る 。  

 幼 稚 園 、小 学 校 、中 学 校 間 で 交 流 学 習 も 実 施

さ れ て い る が 、活 動 領 域 は 限 定 さ れ 、2 階 で 活

動 す る 小 学 生 や 中 学 生 は 1 階 の 図 書 室 に あ ま

り 行 か な い 、 と い う 声 も 聞 か れ る 。  

２）スクールバス  

子 ど も た ち は 全 員 い わ き 市 内 に 居 住 し 、 全 員 が ス ク ー ル バ ス で 登 園 ・ 登 校 して い る 。 下

校 を ２ 便 で 5 路 線 運 行 し 、 通 学 時 間 が 1 時 間 ほ どか か る 子 ど も も い る 。 ス ク ー ル バ ス の 制

約 も あ って 放 課 後 の 時 間 が と り に く く 、 学 童 保 育 は 実 施 して い な い 。  

３）放課後活動  

 放 課 後 は 学 習 会 と 中 学 生 の 部 活 動 が 行 わ れ て い る 。 一 便 が 15 時 30 分 に 出 発 す る た め 、

5 時 間 授 業 の 場 合 に は 1 時 間 程 度 で あ る 。 中 学 生 は 部 活 動 と 学 習 会 を 同 時 に 行 う こ と が で

き な い た め 、 学 習 会 は 週 1 回 と 少 な い 。 部 活 動 は バ ト ミ ン ト ン 部 の み で あ り 、 行 わ な い 生

徒 も い る 。  

４）ふるさと創造学 

 双 葉 郡 8 町 村 で 協 力 して 取 り 組 む 教 育 活 動 。 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 中 心 に 、 テ ー マ を 設

定 し 、 情 報 を 集 め 、 整 理 ・ 分 析 して 考 え 、 ま と め て 表 現 す る と い う 、 一 連 の 探 究 的 な 学 習

プロ セ ス を 学 ぶ 。 地 域 の 伝 統 文 化 、 歴 史 、 復 興 等 、 地 域 に 関 わ る 様 々 な 事 柄 を 題 材 と し 、

地 域 が 学 校 外 の 団 体 と 連 携 して 体 験 的 な 活 動 を 行 う 。 郡 内 の 学 校 が 共 に 行 う こ と を 活 か し

て サ ミ ッ ト と して 、 発 表 ・ 共 有 す る 場 を 設 け て い る 。  

５）ALT と幼稚園からの英語教育  

 2008 年 よ り 英 国 出 身 の ALT２ 人 が 継 続 して 双 葉 町 で 英 語 教 育 を 行 って い る 。2 人 は 震 災

に あ って も 帰 国 せ ず、 避 難 先 の 加 須 市 で も 教 え 、 2013 年 か ら は 仮 設 校 舎 で 教 えて い る 。 幼

稚 園 と 同 居 す る こ と に な り 、 幼 稚 園 段 階 か ら 英 語 に 親 し む 活 動 を 行 い 、 縁 を 活 か して 英 国

と の 友 好 都 市 や 交 流 学 習 の 実 現 に 大 き く 寄 与 して い る 。  

６）学校を支える組織 

 PTA、 学 校 評 議 員 、 保 護 者 会 等 の 組 織 、 活 動 は 震 災 後 実 施 さ れ て い な い 。 地 域 学 校 協 働

本 部 は 双 葉 郡 全 体 と して 取 り 組 ん で い る 。  

  

写真：仮設校舎（いわき市錦町）  
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２ これまでの取り組みと学校づくりの意見要望  

（１）これまでの取り組み  

 令 和 5 年 5 月 に 設 置 し た 学 校 設 置 検 討 委 員 会 の 第 一 回 会 合 以 降 、 10 か 月 間 に 学 校 設 置

検 討 委 員 会 を 5 回 、 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 行 政 部 会 と 教 育 部 会 に 分 け て 実 施 ） を 計 7 回 実

施 し た 。そ の 他 、ヒ ア リ ン グ、ア ン ケ ー ト 、ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 い 、意 見 要 望 、想 い を 集 め

る 取 り 組 み を 行 って き て い る 。  

 

令 和 5 年  5 月 29 日  第 一 回 学 校 設 置 検 討 委 員 会  

     9 月 05 日  第 二 回 学 校 設 置 検 討 委 員 会  

    11 月 02 日  第 一 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 教 育 部 会 ）  

    11 月 20 日  第 二 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 行 政 部 会 ）  

    11 月 29 日  第 三 回 学 校 設 置 検 討 委 員 会  

    12 月 26 日  第 三 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 行 政 部 会 ）  

令 和 6 年  1 月 11 日  第 四 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 教 育 部 会 ）  

     1 月 17 日  第 五 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 行 政 部 会 ）  

     1 月 30 日  第 四 回 学 校 設 置 検 討 委 員 会  

     2 月 15 日  教 育 委 員 会 会 議  

     2 月 16 日  第 六 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 行 政 部 会 ）  

     2 月 22 日  第 七 回 ワ ー キ ン ググル ー プ （ 教 育 部 会 ）  

     3 月 01 日  第 五 回 学 校 設 置 検 討 委 員 会  

     3 月 26 日  総 合 教 育 会 議  

 

令 和 5 年 9 月 25 日  町 各 課 ヒ ア リ ン グ  

令 和 5 年 12 月 20 日 ～ 令 和 6 年 1 月 19 日  ア ン ケ ー ト 実 施  

令 和 5 年 8 月 21 日 ～ 23 日  東 京 大 学 ｻﾏｰｽｸｰﾙ（ 夢 の 学 校 づ く り ﾜｰｸｼｮｯﾌ 1 ﾟ）  

令 和 5 年 12 月 27 日 ～ 28 日  東 京 大 学 ｳｨﾝﾀｰｽｸｰﾙ（ 夢 の 学 校 づ く り ﾜｰｸｼｮｯﾌ 2） ﾟ 
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（２）学校設置検討委員会における議論  

１）目指す学校像・コンセプト  

○目指す教育・目指す学校像  

・ 町 の 教 育 振 興 基 本 計 画 に 掲 げた 大 き な 目 標 「 子 供 た ち が 夢 と 希 望 を 持 って 目 標 に 向 か っ

て 努 力 す る 幼 小 中 の 一 貫 性 の あ る 学 校 教 育 を 実 現 す る 」、「 誰 も が 学 び た い 時 に 学 ぶ こ と

が で き る 生 涯 学 習 環 境 を 実 現 す る 」、「 町 の 復 興 を 担 い 、 社 会 や 地 域 に 貢 献 で き る 人 材 育

成 」 を 中 心 に 据 え る  

・ 0 歳 か ら 15 歳 の 学 び の 場 、 0 歳 か ら 100 歳 ま で 利 用 で き る 学 校 と い う 方 向 性 は よ い  

・ 学 び と 育 ち の 連 続 性 は と て も 大 切 だ と 思 う  

・ 幼 稚 園 と 小 学 校 、 小 学 校 と 中 学 校 等 の 複 数 の 免 許 を 持 つ 先 生 も い る の で 、 少 人 数 を 活 か

して 系 統 立 て て 学 ぶ 、 一 緒 に 学 ぶ 等 の 取 り 組 み が で き る と 、 強 み に な る の で は な い か  

・ 保 育 ・ 幼 稚 園 教 育 、 義 務 教 育 に つ い て 、 双 葉 町 、 こ の 学 校 な ら で は の 魅 力 や 特 色 が 必 要  

・ 今 の 学 校 で 行 って い る 取 り 組 み を 継 続 で き る と よ い  

・小 学 校 段 階 の 専 科 制 、英 語 教 育 に 力 を 入 れ る 等 の カ リ キ ュ ラム の 特 色 を 活 か す た め に も 、

教 員 配 置 や 教 育 課 程 の 柔 軟 性 が あ る 義 務 教 育 学 校 が よ い の で は な い か  

・ F-REI は 理 系 人 材 の 育 成 と い う 側 面 も あ る の で 、 そ の 点 で 連 携 で き る と よ い  

・ 教 育 に も 、 施 設 に も 、 双 葉 町 な ら で は の と い う 側 面 が も う 少 し 強 く 出 て く る と よ い  

・ 従 来 の 学 校 と い う 枠 で は と ら え き れ な い 新 た な 教 育 施 設 に な って き て い る の で 、 そ の 点

を わ か り や す く 整 理 し た い  

・ 0 歳 か ら 15 歳 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 避 難 所 、 SDGs や 新 し い 技 術 ・ 産 業 な どの い く つ か

の 太 い 軸 に 対 して 、 関 連 す る 様 々 な 要 素 が 紐 づ く よ う に な る と よ い  

・ 学 校 を 取 り 巻 く 周 辺 的 な 特 色 は も ち ろ ん と して 、 教 育 の 部 分 を よ り 明 確 に して い か な い

と 通 わ せ た い と 思 え る 学 校 に は な ら な い の で は な い か  

○国際性・グローバル  

・ 今 の ALT を 含 め た 英 語 教 育 や 国 際 理 解 教 育 、 英 国 と の 短 期 留 学 や 学 び の 可 能 性 等 か ら 、

グロ ー バ ル は コ ン セ プト の ひ と つ に な る の で は な い か  

・ F-REI に 外 国 人 の 技 術 者 ・ 研 究 者 が 所 属 す る こ と に な り 、 そ の 家 族 の た め の 教 育 環 境 を

整 備 す る と い う 中 で 、 こ の 学 校 に 期 待 さ れ る こ と も あ る の で は な い か  

○ダイバシティ・インクルージョン  

・ 外 国 人 の 児 童 生 徒 を 受 け 入 れ る と い う こ と に 加 え 、 も う 少 し 広 い 視 点 で ダイ バ シ テ ィ や

イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 観 点 で 整 理 し た い  

・ 様 々 な 特 性 、 不 登 校 傾 向 の 子 ど も も 一 定 数 い る た め 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 は 重 要 な 視 点  

○子育て  

・ 保 育 所 機 能 が な く な って い る の で 、 0 歳 か ら 預 け る こ と が で き る 保 育 所 機 能 は 必 要  

・ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 作 り 直 す 上 で も 、 子 育 て 支 援 、 家 庭 教 育 の 支 援 の 役 割 は 重 要 に な る  

・ 学 童 保 育 を 作 れ る の で あ れ ば 、 預 か る と い う だ け で は な く 、 双 葉 町 な ら で は の 特 色 が あ

る こ と で 、 双 葉 町 を 選 び や す く な る こ と を 考 えて ほ し い  

・ 核 家 族 や 共 働 き 世 帯 が 多 く な る 可 能 性 が 高 い た め 、 高 齢 者 と の 交 流 も 考 え た い  

○地域コミュニティ・共創・社会教育  

・ ま ち づ く り と 学 校 づ く り は 一 体 的 に 考 え た い  



7 

・ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ が 失 わ れ て い る の で 、 近 所 の 友 達 、 保 護 者 同 士 、 地 域 の 声 が 感 じ ら れ

る も の に して い く 必 要 が あ る  

・学 校 に 地 域 の 方 が く る と い う イ メ ー ジ か ら 一 歩 進 ん で 、子 ど も た ち が 飲 食 店 で 食 を 学 ぶ 、

町 の 中 心 に あ る 図 書 館 で 学 ぶ 、 そ れ ら が 学 校 に あ る と い う イ メ ー ジ  

・ 目 的 を 持 って 行 く 場 所 だ け で な く 、 図 書 館 の よ う に い け ば 誰 か が い る か も 、 と い う 形 で

利 用 で き る 場 所 が 欲 し い  

・ 機 能 が 集 積 さ れ た 場 所 で は な く 、 行 き た く な る 場 所 、 行 き た く な る 活 動 が 行 わ れ て い る

場 所 で あ って ほ し い  

・ す ぐ に 整 備 が で き な い 社 会 教 育 機 能 を 吸 収 し な が ら 、 学 校 に 一 定 の 役 割 を 持 た せ る こ と

は 重 要  

・社 会 教 育 の 機 能 が 整 備 で き な い の で 、学 校 の 施 設 を 社 会 教 育 で 使 う と い う 発 想 で は な く 、

み ん な が 利 用 で き る 図 書 館 を 整 備 して 学 校 も 使 う と い う 形 に で き る と よ り 教 育 効 果 が 高

ま る  

・ 学 校 以 外 の 役 割 の 部 分 の 負 担 を 教 員 が 担 う こ と は 避 け る 必 要 が あ る の で 、 セ キ ュ リ テ ィ

や 管 理 の 方 法 等 は さ ら に 考 え る 必 要 が あ る  

○安全・安心  

・ 学 校 は 地 域 の 拠 り 所 で 、 自 分 の 子 ど も を 預 け な が ら 同 じ 施 設 の 中 で 働 け る 、 安 心 して 子

ど も を 預 け て お け る と い う 心 理 的 な 安 心 が 確 保 で き る 場 所 が 欲 し い  

○施設整備・整備する機能  

・ 学 校 以 外 の 機 能 も 持 つ 複 合 型 の 施 設 が よ い  

・ 保 育 所 と 幼 稚 園 を 一 体 と し た 認 定 こ ど も 園 、 小 学 校 と 中 学 校 が 一 体 と な っ た 義 務 教 育 学

校 等 を 前 提 に 考 え た い  

・復 興 して い く 途 上 で あ る こ と を 考 え る と 、ま ち な か に 分 散 して 施 設 が で き て い く よ り も 、

教 育 ・ 保 育 に 関 わ る 施 設 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 に 資 す る も の は 集 約 的 に 、 コ ン パ ク

ト に で き る と よ い  

○課題と方向性  

・ 人 が 戻 る の が （ ニ ー ズ ） 先 か 、 学 校 が 先 か と い う 意 見 は あ る が 、 こ の 学 校 が あ る か ら 帰

還 す る 、 移 住 す る と い う 方 向 で 考 えて ほ し い  

・ あ れ も こ れ も と 色 々 と つ け す ぎる よ り は 、 双 葉 町 が 目 指 す コ ン セ プト を 明 確 に して 、 そ

の た め に 必 要 な 機 能 を 整 備 す る と い う 方 向 に な る と よ い  

・ 子 ど も た ち の た め の 学 校 で あ る と 同 時 に 、 町 民 み ん な の た め の 学 校 、 子 ど も や 地 域 の 方

の 声 を 集 め た 学 校 を 目 指 し た い  

・ こ れ ま で の 学 校 と こ れ か ら の 学 校 は 変 わ って き て い る 部 分 が あ る の で 、 そ の 点 を 反 映 で

き る と よ い  

２）計画敷地  

・ 町 の 中 心 に あ って 、 通 学 ・ 通 園 し や す い 、 先 生 た ち が 通 い や す い 、 地 域 の 方 々 誰 で も 来

や す い 立 地 で あ る 必 要 が あ る  

・ 双 葉 中 学 校 跡 地 は 敷 地 の 面 積 が 十 分 あ る こ と 、 防 災 面 、 も と も と 中 学 校 で な じ み が あ る

こ と な ど は 利 点 で は あ る が 、 駅 か ら 少 し 離 れ 、 坂 道 で あ り 、 周 囲 が 鬱 蒼 と し た 山 で あ る

の で 、 行 き や す さ 、 安 全 面 等 で の 心 配 が あ り 、 そ の 点 を 解 消 して い く よ う に 敷 地 内 だ け
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で は な い 周 辺 の 環 境 整 備 も 進 め て ほ し い  

・ 双 葉 中 学 校 跡 地 は 、 東 日 本 大 震 災 の 際 に 部 分 的 に 地 すべ り す る な ど、 課 題 も あ る よ う な

の で 、 今 後 ボ ー リ ン グ 調 査 等 を 行 い 、 安 全 性 を 確 認 し た 上 で 、 適 切 な 対 応 を して ほ し い  

３）検討のプロセスとスケジュール  

・ 帰 還 す る 人 の 数 、 子 ど も た ち の 意 見 、 町 民 や 移 住 を 考 えて い る 人 の ニ ー ズ 、 町 内 に 立 地

す る 企 業 の 要 望 等 、 ア ン ケ ー ト や ヒ ア リ ン グ な ど を 通 じ て 把 握 す る よ う に 努 め て ほ し い  

・ 議 論 に 参 加 で き な い 町 民 で も 、 検 討 の 様 子 が あ る 程 度 わ か り 、 知 ら な い 間 に 学 校 が で き

た と い う 形 に な ら な い よ う に して ほ し い  

・ ア ン ケ ー ト は 一 回 だ け で な く 、 今 後 の プロ セ ス の 中 で 複 数 回 実 施 し 、 町 が 考 えて い る こ

と を 伝 え る こ と 、 段 階 に 応 じ た 意 見 要 望 を 把 握 で き る よ う に 考 えて ほ し い  

・ 双 葉 町 で 学 校 を 再 開 す る 時 期 の 見 通 し を 早 め に 明 確 に し た い  

・ 仮 設 校 舎 が あ る い わ き 市 の 学 校 に 通 わ せ る か どう か 、 双 葉 町 へ 転 居 す る タ イ ミ ン グ 等 、

各 家 庭 の 判 断 が し や す い よ う に 情 報 を 公 開 して ほ し い  

４）教育部会における議論  

○未来に向けた「面白い教育」について  
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○育てたい子ども像とそのための教育環境  
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（３）アンケート  

１）アンケートの概要  

双 葉 町 に 住 民 票 が あ り 小 中 学 校 に 通 う 子 ど も が い る 289 世 帯 及 び 双 葉 町 に 関 心 が あ る 方

を 対 象 に し た ア ン ケ ー ト 調 査 を 令 和 5 年 12 月 20 日 あ ら 令 和 6 年 1 月 19 日 ま で 実 施 し 、

111 名 （ 内 保 護 者 64 名 ） か ら 回 答 が あ っ た 。  

 

 

 

２）アンケート結果の概要  

設 問 １ か ら ４ は 選 択 肢 か ら ３ つ ま で 選 び 、 そ の 理 由 と 意 見 を 自 由 記 述 で 求 め た 。  

グラ フ は 上 段 （ ピ ン ク ） が 保 護 者 、 下 段 （ グリ ー ン ） が 一 般 の 回 答 割 合 を 示 す。  

 

設問１「乳幼児の保育・教育、子育て支援について」  

約 半 数 が 「 預 か り 保 育 や 一 時 保 育 」 と 「 体 験 や 交 流 を 通 して 成 長 で き る 保 育 環 境 」 を 選

択 して お り 、次 い で ３ 割 程 度 が「 幼 児 教 育 の 専 門 家 等 に 相 談 し や す い 場 」を 選 択 して い る 。

預 か り 保 育 は 共 働 き 世 帯 を 中 心 に ニ ー ズ が 高 い と 言 え る 。 ま た 子 ど も の 数 が 少 な い こ と を

ふ ま えて 交 流 や 体 験 の 機 会 を 求 め る 意 見 も 挙 が って い る 。  

 

 

  

20

76

14

１．以前、双葉町に住んでいた

２．現在、双葉町に住んでいる

３．今後、双葉町に移住することを検討している

その他

属性（一般回答者）

12

35

１．乳幼児や小中学生の子どもがいる

２．乳幼児や小中学生の子どもはいない

8

17
22

１．１８歳以下

２．１９歳以上４９歳以下

３．５０歳以上

保護者

64

一般 47

全回答者数

22%

55%

55%

22%

13%

31%

23%

17%

13%

27%

2%

21%

49%

49%

11%

13%

34%

23%

15%

30%

28%

6%

１．０歳児からの保育

２．早朝、夜間の預かり保育や、急用時の一時保育

３．子どもたちが体験や交流を通して成長できる保育

４．バザー、お祭、伝承遊びの会など、様々な行事の開催

５．読み聞かせや遊びなど、親子でいつでも利用できる場

６．保育士や、育児・幼児教育の専門家などに相談しやすい場

７．保護者同士で、子育てについて相談したり助け合ったりできる場

８．小中高生との日常的なふれあい

９．高齢者との日常的なふれあい

10．０歳から１５歳まで一貫した成長の場

その他

双 葉 町 と の 関 り  子 ども の 有 無  年 齢 ・ 世 代  
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設問２「小中学校の教育のあり方とその環境として新しい学校づくりについて」 

「 将 来 、 地 域 社 会 や 世 界 で 活 躍 で き る 力 」 や 「 心 身 共 に 健 康 な 身 体 」 を 選 択 す る 人 が 総

じ て 多 く 、 ま た 保 護 者 に つ い て は 「 体 力 ・ 運 動 能 力 の 育 成 」 を 選 択 す る 人 が 多 か っ た 。 外

の 遊 び 場 や ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る 環 境 が 求 め ら れ て い る 。  

 

 
 

設問３「新しい学校づくりの特色ある保育・教育の取り組みや内容について」  

「 一 人 一 人 が 自 分 の や り た い こ と に 挑 戦 で き る 環 境 」 を 選 択 す る 人 が 多 く 、 特 に 保 護 者

は 半 数 以 上 が 選 択 して い る 。 ま た 「 学 校 に 来 る こ と が 難 し い 子 ど も も 学 校 に 来 て 学 び た く

な る 環 境 」 や 「 放 課 後 や 休 日 の 居 場 所 と な り 遊 び や 運 動 に 取 り 組 め る 」 を 選 択 す る 人 も 多

か っ た 。 不 登 校 が 増 えて い る 社 会 の 状 況 か ら 、 教 室 じ ゃ な く て も 学 べ る 場 所 や 居 場 所 を 求

め る 意 見 が 挙 が って い る 。  

 

 

  

28%

23%

47%

44%

42%

31%

13%

34%

14%

3%

32%

40%

40%

36%

26%

28%

26%

23%

19%

9%

１．少人数学級の長所を生かした教育

２．大人数の場でも落ち着いて積極的に行動できる力

３．希望する進路を選び取り、将来、地域社会や世界に出て活躍できる力

４．心身ともに健康な身体と成長を支える環境

５．遊びやスポーツを通した体力・運動能力の育成

６．作る、試す、表現するなど、体験を大事にした教育

７．ICTを生かした遠隔地や双葉郡内の学校間交流

８．小中学校９年間を通して、成長を実感できる環境

９．小中の教職員が一体となって取り組む教育

その他

53%

39%

23%

23%

27%

31%

28%

9%

9%

30%

2%

38%

32%

26%

19%

47%

11%

36%

21%

21%

19%

2%

１．プログラミングやアートなど、一人一人が自分のやりたいことに挑戦できる

２．放課後や休日の居場所となったり、遊びや運動に取り組んだりできる

３．障がいや、国籍の違いなど、多様な子どもたちが一緒に学び育つインクルーシブ環境

４．学年の違いを超えた縦割り活動や異学年交流

５．学校に来ることが難しい子どもも、学校に来て学びたくなる環境

６．公営塾などの学習支援活動

７．進路を自ら選択できる力が育つ環境

８．保護者や地域住民と協働して学びや活動を支える組織、体制づくり

９．企業、F-REI ※1、NPOなど、双葉町に関わる組織や団体の教育参加・支援

10．東京大学や福島大学などの大学や高校等との連携による保育・教育

その他
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設問４「双葉町のコミュニティを再興する中心として学校づくりに期待するもの」 

半 数 以 上 が 「 災 害 時 の 安 全 安 心 を 支 え る 避 難 所 機 能 」 を 選 択 して い る 。 ま た 「 ス ポ ー ツ

な どの 活 動 が で き る 地 域 ク ラ ブ、生 涯 学 習 の 場 」を 選 択 す る 人 も 多 か っ た 。「 双 葉 町 に 戻 っ

た 人 々 が 交 流 で き る 場 」 も ３ 割 を 超 え る 人 が 選 択 して い る 。 安 全 を 確 保 し つ つ 、 町 民 が 誰

で も 利 用 で き る 施 設 、 集 え る 施 設 が 求 め ら れ て い る 。  

 

 
 

設問５「新しい学校づくりを行う候補としての旧双葉中学校敷地について」  

自 由 記 述 で 意 見 を 求 め た 。 な じ み の 場 所 な の で 良 い 、 高 台 な の で 避 難 所 と して も 良 い と

い う 意 見 が あ る 一 方 で 、 坂 道 対 策 を 求 め る 意 見 や 駅 前 な どの 町 の 中 心 が 良 い と い う 意 見 も

挙 が っ た 。ま た 安 全 に 通 え る 環 境 整 備 や ス ク ー ル バ ス の 運 行 を 求 め る 意 見 も 挙 が って い る 。 

 

設問６「新しい学校づくり全般について」  

自 由 記 述 で 意 見 を 求 め た 。 双 葉 の 良 さ を 伝 え ら れ る 環 境 、 失 敗 を 繰 り 返 し な が ら 学 ぶ 教

育 、 学 び た い こ と を 一 生 懸 命 学 べ る 環 境 、 安 心 して の び の び と 過 ご せ る 環 境 、 笑 顔 で 毎 日

通 い た い と 思 え る 学 校 な ど、 さ ま ざ ま な 意 見 が 寄 せ ら れ た 。 ま た 児 童 福 祉 や 高 齢 者 福 祉 の

視 点 や、ま ち づ く り や 復 興 の 中 心 と して 学 校 の 役 割 を 求 め る 意 見 も 挙 が って い る 。そ して 学

校 づ く り に 町 民 が 参 加 す る 機 会 も 求 め ら れ て い る 。  

 

 

 

  

31%

19%

28%

45%

16%

11%

28%

58%

13%

19%

2%

36%

32%

26%

30%

28%

11%

23%

43%

28%

26%

2%

１．双葉町に戻った人 が々、ともに過ごし、交流できる場となる

２．双葉町のよさを知り、ふるさとと思える場となる

３．町民みんなで楽しめる祭・伝統芸能・行事・運動会などが行える

４．スポーツ、ものづくりや料理、音楽などの活動ができる地域クラブ、生涯学習の場となる

５．子どもも町民も日常的に読書に親しめ、インターネットが利用できる場となる

６．保護者や町民がリモート学習やテレワークできる場となる

７．高齢者や障がいのある人も利用しやすいバリアフリーな環境が整っている

８．災害時の安全・安心を支える避難所機能が整っている

９．不審者対策を講じて学校も町民も安心して使える

10．町民が気軽に使えるよう、管理体制や施設予約の仕組みが整っている

その他
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（４）夢の学校づくりワークショップ（子どもワークショップ、東京大学）  

 令 和 5 年 度 中 に 2 回 に わ た り 、 仮 設 校 舎 で 学 ぶ 小 中 学 生 を 対 象 に 、「 夢 の 学 校 づ く り 」

ワ ー ク シ ョ ッ プ を 、 東 京 大 学 浜 通 り プロ ジ ェ ク ト （ 主 催 ： 大 塚 類 ・ 東 京 大 学 准 教 授 ） に よ

り 実 施 し た 。  

 夏 は 、 子 ど も た ち と 大 学 生 が 初 対 面 で あ る た め 、 子 ど も が ペ ア を 組 ん だ 大 学 生 に 自 分 の

お 気 に 入 り の 場 所 や 苦 手 な 場 所 を 紹 介 す る 学 校 探 検 を 実 施 し 、 親 睦 を 深 め な が ら そ の 場 所

に つ い て 表 現 す る 作 品 を 作 っ た 。  

 冬 は 、 夏 に 作 成 し た 作 品 を と も に 、 理 想 の 学 校 空 間 や 場 所 を 考 え 、 小 学 生 は そ れ ぞ れ の

個 人 作 品 と して 、中 学 生 は グル ー プ 作 品 と して 制 作 し た 。作 品 に は 人 型 モ デ ル を 貼 付 し 、自

分 が そ の 空 間 に い る イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ た 。 完 成 後 は 共 有 会 を 開 き 、 他 の 子 ど も の 作 品 に

人 型 モ デ ル や 付 箋 紙 （ 作 品 へ の 感 想 や 質 問 を 記 入 ） を 貼 付 し 、 お 互 い の 作 品 を 味 わ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以 下 は ワ ー ク シ ョ ッ プレ ポ ー ト （ 東 京 大 学 浜 通 り プロ ジ ェ ク ト 作 成 ） の 一 部  
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３ ふるさと創造の学校づくり  

双 葉 町 の 学 校 づ く り と は 、 震 災 で 一 旦 失 わ れ た ふ る さ と を 新 た に 創 造 す る も の で あ る 。

０ 歳 か ら １ ０ ０ 歳 ま で が 集 い 、学 び 、成 長 す る 場 と な る 、こ れ ま で の 学 校 を 超 え た「 学 校 」

を 創 造 す る こ と で あ る 。  

こ の 「 学 校 」 は 、 保 育 所 、 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 が 一 体 と な り 、 学 童 保 育 や 部 活 動 等

は 放 課 後 や 休 日 の 豊 か な 育 ち の 場 と な る 。 ま た 、 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 に お け る 、 生 涯 に わ た

る 学 び の 場 と な り 、海 外 の 人 と の 交 流 を 通 して 視 野 が 世 界 に 広 が る 。 町 は こ の「 学 校 」と

と も に 復 興 し 、 こ の 「 学 校 」 は 新 た な ふ る さ と 創 造 の シ ン ボ ル 、 町 の 中 心 と な る 。  

（１）目指す学び  

 双 葉 町 が 目 指 す 学 び は 、 大 き く 次 の 「 共 育 」「 地 域 」「 世 界 」「 復 興 」 に ま と め ら れ る 。  

「 共 育 」 は 子 ど も た ち と 人 々 の 多 様 な 学 び を 生 み 出 す。  

「 地 域 」 は 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ や 地 域 を 支 え る 力 を 育 む 。  

「 世 界 」 は グロ ー バ ル な 視 点 か ら 考 えて 活 躍 す る 力 を 養 う 。  

「 復 興 」 は 震 災 を 乗 り 越 えて 未 来 の 町 の 姿 を 考 え 続 け る 態 度 と 行 動 力 を 身 に 付 け る 。  

こ れ ら は 、 持 続 可 能 で 「 安 全 ・ 安 心 」 な 学 び を 基 盤 と す る も の で あ る 。  

 

 

  

 

地域  
 町 全 体 を学 びの場 とし、地 域 や企 業 等 との交 流 を通 し、町 のよさ、力 を感 じ取 る学 び 

 帰 還 者 、移 住 者 、新 たに町 で学 ぶ人 たちと活 動 し、ふるさとの未 来 を創 造 する学 び 

 町 や地 区 の歴 史 、伝 統 芸 能 、産 業 を知 り、継 承 し、新 たな文 化 を生 み出 す学 び 

世界  

復興  

 英 語 教 育 と国 際 理 解 教 育 を基 盤 とするグローバルな学 び 

 観 光 や学 習 に世 界 から町 を訪 れる人 々とのふれあいを生 かし、世 界 にはばたく学 び 

 F-REI で働 く外 国 人 やその家 族 、留 学 生 との交 流 を通 した双 葉 でしかできない学 び 

 町 の素 晴 らしさを知 り、豊 かな交 わりを通 して復 興 の担 い手 となる学 び 

 災 害 の特 性 を知 って行 動 できる力 、生 命 や財 産 を守 る知 恵 を育 てる学 び 

 災 害 、原 子 力 、環 境 等 、持 続 可 能 性 について、双 葉 町 ならではの深 い学 び 

安全・安心  

 Sense of Wonder（ 好 奇 心 ） を磨 き、様 々なことにチャレンジし続 ける力 を育 む学 び 

 違 いを認 め合 い、協 働 しながら、課 題 を見 出 し追 求 する力 を育 てる探 究 的 な学 び 

 豊 かな実 体 験 と ICT の活 用 により、リアルとバーチャルを融 合 した未 来 の学 び 

「双葉と世界がつながる学び」 

共育  

防災教育  安全教育  防犯教育  
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（２）目指す学校  

 双 葉 町 の 学 校 は ふ る さ と 創 造 の 中 心 で あ る 。 そ れ 自 体 が 町 の 復 興 、 未 来 の 町 の シ ン ボ ル

と な る 。 そ れ は 、「 ４ つ の 学 校 」 か ら 成 る 。 １ つ 目 が 「 わ た し の 学 校 」。 子 ど も た ち 一 人 ひ

と り が 、 新 し い こ と を 発 見 し 、 わ く わ く し な が ら 学 び 、 チ ャ レ ン ジ し 、 自 分 ら し さ を 表 現

で き る 場 、 学 び や 行 動 に 誘 う 環 境 を 備 え た 場 。 豊 か な 時 間 を 過 ご し 、 一 人 で も ゆ っ く り で

き る 居 心 地 の よ い 場 。 そ れ が 「 わ た し の 学 校 」 で あ る 。 ２ つ 目 は 「 み ん な の 学 校 」。 年 齢 、

性 、国 籍 、障 害 の 有 無 等 に 関 わ ら ず、子 ど も た ち も 地 域 の 人 々 も 一 緒 に 過 ご し 、認 め 合 い 、

活 動 で き る 学 校 で あ る 。 ３ つ 目 は 、 外 国 人 を 含 め 様 々 な 人 と の 交 流 を 通 して 、 視 野 を 広 げ

て 世 界 と 出 会 え る  「 つ な が る 学 校 」。そ して ４ つ 目 が 、災 害 や 犯 罪・事 故 か ら 子 ど も た ち や

地 域 の 安 全 を 守 り 、 教 育 や 社 会 の 変 化 を 乗 り 越 え る 柔 軟 性 を も ち 、 子 ど も た ち の 成 長 を 地

域 全 体 で 見 守 り 続 け る こ と の で き る 「 そ な え る 学 校 」 で あ る 。 こ の ４ つ の 学 校 を 一 つ に 結

実 さ せ る こ と が 新 し い 学 校 づ く り が 目 指 す も の と な る 。  

 

 

 

  

わたしの学校  

 今 日 ずっといたい、明 日 また来 たい自 分

の居 場 所 と思 える学 校  

 学 習 、運 動 、活 動 、その他 興 味 のあるこ

とが見 つかり、好 きなだけ取 り組 める学 校  

 この学 校 が自 慢 だ、あの学 校 で学 びたい

と思 えるプラウド・ スクール  

 

 

みんなの学校  

 明 日 またみんなに会 える幸 せが感 じられ

る学 校  

 多 様 な教 育 的 ニーズのある子 どもを、一

人 も取 り残 さないインクルーシブ・ スクール  

 地 域 ぐるみで子 どもたちの学 びと成 長 を

支 えるコミュニティ・ スクール  

 

 

つながる学校  

 学 校 中 のどこでも誰 とでも学 べ、交 流 で

きる学 校  

 DX により時 間 や距 離 の制 約 を超 えて個

と協 働 の学 びを実 現 する学 校  

 学 校 を飛 び出 し、社 会 や世 界 へ学 びが

広 がるグローバル・ スクール  

そなえる学校  

 子 どもたち、地 域 の安 全 ・ 安 心 を支 え

る、災 害 に強 いレジリエント・ スクール  

 帰 還 や移 住 等 による人 口 や子 どもの数

の増 減 、教 育 の変 化 に柔 軟 に対 応 でき

る学 校  

 セキュリティが確 保 され、いつでも自 由 に

利 用 できるセーフ・ スクール  

  ふるさと創造の学校づくり 
復興のシンボルとなる学校  
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４ 学校づくりのテーマ  

（１）新しい学びへのチャレンジ  

避 難 先 や 別 の 土 地 で 生 ま れ て 、新 た に 双 葉 町 で 共 に 暮 ら し 、学 ぶ こ と に な る 子 ど も た ち 。

ま た 、 F-REI や 福 島 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ コ ー ス ト 構 想 に 関 連 して 、 日 本 全 国 、 世 界 中 か ら 集

ま る 技 術 者 や 研 究 者 と そ の 家 族 。 少 人 数 な が ら も 一 人 ひ と り 背 景 や 状 況 が 異 な る 人 々 が 一

緒 に 活 動 す る こ と に な る 学 校 に お い て 、 個 の 学 び と 、 協 働 の 学 び の 実 現 を 目 指 す。  

 ALT と と も に 取 り 組 ん で き た 外 国 語 教 育 や 国 際 理 解 教 育 、双 葉 郡 全 体 で 取 り 組 む ふ る さ

と 創 造 学 等 の 探 究 的 な 学 び 、 標 葉 せ ん だ ん 太 鼓 等 の 地 域 と 協 働 し た 取 り 組 み 、 少 人 数 を 活

か し た 保 育 園 ・ 幼 稚 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 が 連 携 し た 活 動 と 放 課 後 の 学 習 会 等 、 こ れ ま で の

取 り 組 み を 継 続 発 展 さ せ 、 双 葉 町 独 自 の 新 た な 取 り 組 み を 創 り 出 す 学 校 を 目 指 す。 こ の 学

校 で 学 び た い 、 学 ば せ た い と 思 い 、 移 住 、 帰 還 を 促 進 す る 学 び を 実 現 す る 。  

 保 育 園 、 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 、 大 人 （ 地 域 社 会 ） と い っ た 様 々 な 人 と 組 織 が 、 学 校

時 間 、放 課 後 、休 日 と い う 、曜 日 や 時 間 帯 に 応 じ た 多 様 な 集 ま り の 中 で 関 わ り 合 い な が ら 、

新 し い 取 り 組 み が 生 ま れ る よ う に す る 。  

 

 ＜具体例＞新しい時代の学びの必要とその例 

  ・ 少 人 数 だ か ら で き る 教 育 、 少 人 数 で も 大 勢 の 人 と 交 流 し た り 、 一 緒 に 活 動 し た り で

き る 取 り 組 み  

・中 学 生 の 英 国 訪 問 の 継 続 と 、そ の 取 り 組 み に 関 連 し た 英 語 教 育  （ 幼 児 期 か ら ALT と

一 緒 に 英 語 に 親 し む 等 ）、国 際 理 解 教 育 、訪 問 先 の 学 校 や 生 徒 と の 交 流 、将 来 的 な 交

換 留 学 や 交 流 学 習  

   ・F-REI、福 島 イ ノ ベ ー シ ョ ン・コ ー ス ト 構 想 で 設 置 さ れ た 研 究 機 関 や 産 業 施 設  （ ロ ボ

ッ ト や 水 素 等 の テ ス ト フ ィ ー ル ド や そ こ で 取 り 組 ま れ る AI や ド ロ ー ン 等 を 活 用 し

た 取 り 組 み 等 ）、 中 野 地 区 に 居 を 構 え る 町 内 企 業 等 の 教 育 力 を 活 か す 教 育  

   ・プロ グラ ミ ン グ、ア ー ト 、ス ポ ー ツ 等 、子 ど も た ち の 興 味 関 心 を 引 き 出 し 、持 続 的 に

取 り 組 む 力 を 養 え る 様 々 な 教 育 活 動 （ 教 育 課 程 に 収 ま ら な い 幅 広 い 活 動 を 含 む ）  

   ・ーーム 、漫 画 、ア ニ メ 等 の 新 し い 日 本 文 化 、茶 道 、華 道 、和 太 鼓 等 の 伝 統 的 な 日 本 文

化 を 学 び 、 世 界 と 交 流 す る 取 り 組 み  

  ・ 近 隣 町 村 と 連 携 し た 教 育 活 動 （ ふ る さ と 創 造 学 や 双 葉 郡 教 育 復 興 ビ ジ ョ ン 推 進 協 議

会 で 取 り 組 む そ の 他 の 活 動 、 施 設 の 共 同 利 用 や 合 同 授 業 等 ）  

   ・福 島 大 学 、東 北 大 学 、東 京 大 学 等 と 連 携 し 、大 学 生 に よ る 学 習 の 支 援 や、大 学 教 員 の

講 演 会 等 で 広 い 世 界 を 知 る こ と の で き る 教 育  

  ・ 大 震 災 や 原 子 力 災 害 、 エ ネ ル ギ ー や 食 糧 問 題 等 と 国 際 紛 争 、 地 球 環 境 問 題 、 人 口 減

少 や 新 し い 産 業 の 創 出 等 、 国 際 課 題 や 地 域 課 題 等 を 学 ん だ り 、 背 景 の 異 な る 地 域 と

意 見 交 換 し た り で き る 教 育  

  ・ 幼 小 中 の 教 員 や 学 校 に 関 わ る 様 々 な 大 人 が 協 働 して 楽 し く 面 白 い 教 育 に チ ャ レ ン ジ

で き る 教 育 課 程  
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（２）地域コミュニティの中心にある学校  

 ま ち づ く り や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 心 に あ り 、 地 域 ぐ る み で 子 ど も を 育 て 、 共 に 成 長 で

き る 学 校 、 地 域 の 復 興 と と も に あ る 学 校 と す る 。 町 へ の 帰 還 者 、 新 た な 移 住 者 、 避 難 先 に

い て も ふ る さ と を 思 う 町 民 、 双 葉 に 心 を 寄 せ て 来 て く れ る 人 た ち が 、 こ の 場 を 通 じ て 、 出

会 い 、 交 流 し 、 未 来 を 語 り 合 い 、 地 域 を つ く る た め の 場 と す る 。  

 新 し い 学 校 に は 、図 書 館 、キ ッ チ ン、創 作 工 房 、体 育 館 な どが あ り 、こ れ ら の 施 設 は 一 人

で も み ん な と 一 緒 で も 利 用 で き る 場 所 が あ る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ を 新 た に 結 び 直 す 機 会 と な る

よ う 、 既 存 の 枠 組 み や こ れ ま で の 常 識 に と ら わ れ ず に 考 え る 。  

 保 育 園 、幼 稚 園 や 学 童 保 育 に お け る 放 課 後 や 休 日 の 活 動 、公 営 塾（ 現 在 は 学 習 会 ）、習 い

事 （ 特 に 民 間 の サ ー ビ ス が 成 立 す る よ う に な る ま で ） 等 に つ い て も 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の

中 心 に あ る 学 校 を 目 指 す。  

  

 ＜具体例＞ 

・ 学 校 が 地 域 の 復 興 の シ ン ボ ル と な る  

・ 0 歳 か ら 100 歳 （ 生 涯 ） ま で が 一 緒 に 学 び 、 過 ご す  

・ 地 域 の 教 育 力 が 子 ど も た ち の 教 育 に 良 い 効 果 を 生 む  

・ 核 家 族 や 親 類 縁 者 が 近 く に い な い 家 庭 で も 多 世 代 で 交 流 で き 、 助 け 合 え る  

・ 子 育 て の 不 安 を 地 域 ぐ る み で 一 緒 に 活 動 す る こ と で 解 消 す る  

・ 教 職 員 が 教 育 活 動 に 注 力 で き る よ う 、 建 物 管 理 や 地 域 開 放 業 務 等 か ら 解 放 す る  

・ 外 国 人 の 技 術 者 ・ 研 究 者 や そ の 家 族 と 交 流 す る 、 一 緒 に 活 動 す る  

・ ICT を 活 用 して 言 葉 の 壁 を 低 く し 、 乗 り 越 え る  

・学 び が 、子 ど も た ち だ け で な く 町 民 全 員 に 開 か れ て い る 、い つ で も 学 校 を 舞 台 と し

て 様 々 な チ ャ レ ン ジ が で き る  

・行 って み よ う と 思 う 場 、行 く こ と で 新 た に 人 と 出 会 い 、コ ミ ュ ニ テ ィ が う ま れ る 場

と な る  

・ 学 校 を 卒 業 して も 、 ふ る さ と を 離 れ て も 行 き た く な る 場 と す る  

・ 学 校 に 様 々 な 人 が 来 て 、 学 校 教 育 へ の 理 解 を 深 め る  

・地 域 の 伝 統 芸 能 や 文 化 を 知 る こ と が で き 、地 域 の 人 々 と 一 緒 に 取 り 組 む 中 で 習 熟 し

伝 承 で き る  

・ 高 度 な ICT 環 境 、 映 像 設 備 、 FabLab、 大 人 数 に 対 応 で き る キ ッ チ ン や 食 事 ス ペ ー

ス 、音 響 の 整 っ た ホ ー ル 等 、学 校 教 育 に も 地 域 の 活 動 に も どち ら に も 有 効 に 使 え る

場 や 設 備 を 備 え る  

・一 人 で 本 に 親 し む 、大 画 面 で 映 像 を 見 る 、仲 間 と 一 緒 に 勉 強 会 を す る 、お 茶 を 飲 み

な が ら 寛 ぐ な ど、図 書 、メ デ ィ ア や そ の 場 所 を 生 か し な が ら 、様 々 な 活 動 が で き る  

・ 学 校 の 電 子 図 書 館 シ ス テム を 地 域 住 民 も 利 用 で き る  

・ 動 物 、 放 射 線 や 不 審 者 等 に 心 配 し な い で 遊 べ 、 活 動 で き る  

・ ヘ ル ス ケ ア ふ た ば の 代 わ り に も な る プー ル が あ る  

・い つ も 使 って い る 場 所 、知 って い る 場 所 だ か ら 、災 害 時 に 避 難 し よ う と 思 え 、避 難

所 と して 使 い こ な せ る  
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（３）大災害の経験を生かした学校づくり  

 東 日 本 大 震 災 と 原 子 力 発 電 所 事 故 に よ り 、 双 葉 町 は 全 町 避 難 を 強 い ら れ た 。 様 々 な 災 害

に 備 えて 町 ぐ る み ・ 地 域 ぐ る み で 取 り 組 む こ と 、 災 害 発 生 の メ カ ニ ズ ム や 危 険 に 対 す る 正

し い 理 解 、 適 切 な 判 断 や 行 動 に つ な が る 力 を 身 に つ け ら れ る よ う に す る 。  

 子 ど も の 頃 か ら 様 々 な 防 災 に 関 す る 知 識 を 得 て 、 疑 似 的 な 体 験 や 訓 練 に よ って 災 害 に 備

え る 力 が 身 に 付 く 。 日 常 的 な 備 え 、 避 難 の 意 識 、 避 難 所 （ 学 校 は 指 定 避 難 所 に な る ） で の

取 り 組 み 、 旅 行 者 や 外 国 人 の 避 難 の 課 題 や 支 援 等 を 学 び 、 子 ど も を 介 して 家 庭 や 地 域 の 防

災 力 を 高 め る 。  

 避 難 所 機 能 を 果 た す た め に は 、 地 盤 の 安 全 性 や 建 物 の 堅 牢 性 が ま ず 必 要 と さ れ る 。 そ の

上 で 、 学 校 施 設 を 避 難 所 と して 使 い こ な す た め の 計 画 を 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、 一 時 的 な

避 難 者 の 受 入 れ 、 高 齢 者 や 小 さ な 子 ど も 、 体 調 不 良 者 や 妊 産 婦 等 、 避 難 者 の 多 様 性 に 応 じ

て 柔 軟 に 対 応 で き る 空 間 、 円 滑 に 学 校 を 再 開 が で き る 避 難 ス ペ ー ス と 学 校 専 用 ス ペ ー ス と

の 明 確 な ゾー ニ ン グ な どで あ る 。  

 ま た 、 東 日 本 大 震 災 ・ 原 子 力 災 害 伝 承 館 、 双 葉 町 周 辺 で 取 り 組 ま れ る ホ ー プツ ー リ ズ ム

や 防 災 関 連 の 企 業 等 の リ ソ ー ス を 活 用 し 、 学 校 教 育 と して も 、 社 会 教 育 と して も 、 大 災 害

を 経 験 し た 町 と して 防 災 教 育 や 探 究 的 な 学 び に 活 か せ る よ う に す る 。  

 

 ＜具体例＞ 

 ・ 学 校 施 設 は 地 域 の 指 定 避 難 所 と な る こ と を 想 定 して 計 画 す る  

  ・福 祉 避 難 所 と して の 指 定 と は 別 に 、介 助 や 配 慮 が 必 要 な 避 難 者 を 一 時 的 に で も 受 け

入 れ る 施 設 と な る た め 、 そ の 対 応 を 図 る  

  ・日 本 語 を 母 国 語 と し な い 町 民 等 と 学 校 が 日 常 的 に 交 流 す る こ と で 、災 害 発 生 時 に 支

援 で き る  

  ・自 然 光 光 、自 然 通 風 、電 電 力 等 に よ り 、日 常 的 に も 災 害 時 に も 利 用 し や す い 環 境 と

す る  

・ 防 災 備 蓄 倉 庫 を 整 備 す る  

 ・ グラ ウ ン ド は 、 災 害 救 助 ヘ リ の 離 発 着 や 自 衛 隊 が 活 動 で き る よ う に す る  

 ・ 電 気 や 水 等 を ス ト ッ ク して お く  

 ・ 浪 江 町 の 水 素 テ ス ト フ ィ ー ル ド 等 の 新 エ ネ ル ギ ー 、 創 エ ネ ル ギ ー を 活 用 す る  

  ・ ふ る さ と 創 造 学 や 総 合 的 な 学 び の 時 間 等 を 活 用 して 、災 害 ・ 防 災 を テ ー マ に 国 内 外

の 他 地 域 と も 交 流 し な が ら 探 究 的 に 学 ぶ  
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５ 学校づくりの基本方針  

（１）全体方針  

 現 在 い わ き 市 に あ る ふ た ば 幼 稚 園 、 双 葉 南 小 学 校 、 双 葉 北 小 学 校 、 双 葉 中 学 校 の 学 び 舎

を 双 葉 町 内 に 再 開 で き る よ う に 施 設 整 備 を 進 め る 。 ま た 、 子 育 て の 観 点 か ら 、 保 育 園 や 学

童 保 育 の 施 設 に つ い て も 同 時 に 整 備 を 進 め る 。  

 帰 還 や 移 住 定 住 の 状 況 、 人 口 や 児 童 生 徒 数 の 想 定 を も と に 、 規 模 に 応 じ て 、 各 機 能 を 集

約 して 整 備 す る 。双 葉 町 第 三 次 復 興 ビ ジ ョ ン、双 葉 町 ま ち・ひ と・し ご と 人 口 ビ ジ ョ ン 等 か

ら 、帰 還 者 と 移 住 者 を 含 め た 子 ど も の 数 は 各 学 年 10 人 程 度 、最 大 で も 20 人 程 度 が 想 定 さ

れ る 。  

 公 民 館 、 図 書 館 等 の 生 涯 学 習 機 能 、 地 域 の 伝 統 芸 能 や 文 化 を 伝 え る 博 物 館 機 能 、 町 民 体

育 館 や 町 民 グラ ウ ン ド 等 の 社 会 体 育 機 能 等 も 求 め ら れ て お り 、 学 校 機 能 と 一 体 的 に あ る い

は 連 携 で き る 施 設 と す る 。  

 

（２）施設の整備  

１）認定こども園  

 保 育 所 機 能 及 び 幼 稚 園 機 能 の 整 備 に あ た って は 、 多 様 な 働 き 方 や 暮 ら し 方 を 支 え る 役 割

及 び 、保 育 と 教 育 の 連 続 性 と い う 両 面 か ら 、幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 整 備 を 目 標 と す る 。  

 

２）義務教育学校  

 小 学 校 、 中 学 校 の 整 備 に あ た って は 、 少 人 数 の 問 題 を 克 服 し 、 そ れ を 活 か し た 新 し い 時

代 の 学 び 、 双 葉 町 の 独 自 の 教 育 カ リ キ ュ ラム 、 弾 力 的 な 教 員 や 職 員 配 置 、 施 設 の 共 用 化 等

の 観 点 か ら 、 義 務 教 育 学 校 を 目 標 と す る 。  

 

３）学童保育  

 現 状 は 避 難 先 で そ れ ぞ れ が 地 域 や 民 間 の 学 童 保 育 を 利 用 して い る が 、 震 災 前 に 児 童 館 で

実 施 して い た 学 童 保 育 活 動 の 復 活 を 目 指 す。整 備 に あ た って は 、認 定 こ ど も 園 の 11 時 間 保

育 （ 保 育 標 準 時 間 ） や 延 長 保 育 、 中 学 校 の 部 活 動 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ と して 活 動

して い た 双 葉 ふ れ あ い ク ラ ブ の 再 開 検 討 等 と 合 わ せ て 、 放 課 後 や 休 日 の 子 ど も や 町 民 の 活

動 や 暮 ら し に 対 応 で き る よ う に 目 標 と す る 。  

 

（３）各施設の連携により学校と地域が共創する場  

 認 定 こ ど も 園 、 義 務 教 育 学 校 、 学 童 保 育 施 設 は 、 各 施 設 が 連 携 ・ 一 体 的 に 利 用 で き る 構

成 を 目 指 す。 学 校 間 を 超 え た 一 体 的 ・ 連 続 的 な 教 育 活 動 、 年 齢 を 超 え た 多 様 な 教 育 課 程 や

教 育 プロ グラム 等 、 様 々 な 取 り 組 み が 柔 軟 に 行 え る 構 成 と す る 。  

ま た 、地 域 の 人 々 が 様 々 な イ ベ ン ト 等 に 活 用 し 、学 校 と 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 関 係 づ く り 、

に ぎわ い や 活 力 の 創 出 、 町 民 み ん な が チ ャ レ ン ジ で き る 機 会 づ く り や そ の た め の 活 動 の 場

と す る こ と を 目 標 と す る 。  

 以 上 を 実 現 す る た め に 必 要 な 機 能 を 複 合 し 「 み ん な で 一 緒 に 活 動 で き る 」 施 設 と な る よ

う に す る 。  
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（４）機能構成のイメージ  

 学 校 で あ り 、 地 域 み ん な の 場 で も あ る よ う な 施 設 構 成 と す る 。 子 ど も 同 士 、 教 職 員 が 協

働 ・ 連 携 で き 、 ま た 施 設 全 体 で 子 ど も と 大 人 （ 地 域 ） が そ れ ぞ れ に 、 あ る い は 一 緒 に 利 用

で き る 。 こ ど も 園 の 園 児 と 小 学 校 低 学 年 の 児 童 が 一 緒 に 遊 ぶ 、 学 童 保 育 で 体 育 館 や 特 別 教

室 を 使 う 等 、 様 々 な 活 動 に 応 じ て 、 施 設 全 体 を 柔 軟 に 、 可 変 的 に 利 用 で き る 構 成 と す る 。  
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学校
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体育館
武道場
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こども園と
義務教育学校
の連続性

図表：機能構成のイメージ 
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６ 計画予定地  

（１）検討の経緯  

 令 和 4 年 度 の 庁 内 検 討 に お い て 出 さ れ た 方 針 に 基 づ き 、 学 校 用 地 と して 検 討 さ れ て い る

旧 双 葉 中 学 校 敷 地 に 加 え 、そ の 他 の 公 共 用 地 か ら 2 万 ㎡ 程 度 の ま と ま り を 確 保 で き る 5 つ

の 候 補 敷 地 に つ い て 検 討 を 行 う こ と に な っ た 。 そ の 結 果 、 公 共 用 地 に は 旧 双 葉 中 学 校 敷 地

以 外 に 必 要 な 条 件 を 確 保 す る こ と が で き な い こ と 、民 地 を 購 入 す る 場 合 は 用 地 の 取 得 費 用 、

地 権 者 と の 交 渉 に か か る 期 間 が 不 明 で あ り 、 か つ 最 終 的 に 取 得 で き な い 可 能 性 が あ る こ と

な どか ら 、 旧 双 葉 中 学 校 敷 地 を 第 一 候 補 と す る こ と に な っ た 。 立 地 と して 、 や や 高 台 に あ

る こ と に よ る 徒 歩 な どで の ア ク セ ス 性 、 造 成 敷 地 で あ る こ と に よ る 地 盤 等 の 安 全 性 等 が 課

題 と して 示 さ れ た 。 そ の 他 の 候 補 敷 地 に つ い て も 詳 細 を 確 認 す る こ と と し た 。  

 こ れ ら の 懸 念 点 や 課 題 は 、 解 消 に 向 け て 町 と して 継 続 的 に 取 り 組 む こ と と な っ た 。  

 

（２）学校用地に関する目標の整理  

 学 校 用 地 の 検 討 に お い て は 、 様 々 な 観 点 か ら 意 見 が 出 さ れ 、 以 下 の 3 点 を 条 件 と して 検

討 が 進 め ら れ た 。  

 

１ 災害に強く、中心的な避難所として適切な位置であること 

→  津 波 や 内 水 氾 濫 の 影 響 が な い 高 台 で あ る  

→  地 震 の 揺 れ に 強 い 地 盤 で あ る  

→  災 害 時 に 町 の 全 域 か ら ア ク セ ス し や す い  

→  災 害 時 の 拠 点 と な る 町 役 場 と 連 携 し や す い  

 

２ 町全体からアクセスしやすく、徒歩でも利用できる場所であること 

→  駅 西 ・ 駅 東 ・ 南 の 居 住 エ リ ア か ら 近 く 、 利 用 し や す い  

→  双 葉 駅 ・ 町 役 場 等 の 公 共 公 益 施 設 と 徒 歩 で も 移 動 で き る  

→  様 々 な 交 通 弱 者 で も 利 用 し や す い 場 所 や 機 能 が 整 備 さ れ て い る  

 

３ 課題・懸念を解決するための方策が検討できること 

→  現 状 の 問 題 点 に つ い て 、行 政 の 施 策 や 周 辺 環 境 整 備 に よ り 解 決 で き る 場 合 は 、そ

れ を 前 提 に デメ リ ッ ト と し な い で 検 討 す る  
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（３）候補敷地  

 敷 地 候 補 と して 次 の 5 カ 所 が あ げ ら れ 、 比 較 検 討 を 行 っ た 。  

 
（４）計画予定地  

 候 補 敷 地 の 中 か ら 計 画 予 定 地 と さ れ た 旧 双 葉 中 学 校 敷 地 の 立 地 、 敷 地 概 要 は 以 下 の 通 り

で あ る 。  
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（５）旧双葉中学校校地を学校用地とする課題とその対応  

以 下 の 3 点 を 課 題 と し 、 今 後 の 整 備 に 取 り 組 む 。  

課題１ 通学路の安全確保 

→  夕 方 以 降 で も 安 全 に 通 行 で き る よ う 街 灯 を 整 備 す る  

→  駅 東 地 区 な どか ら で も 通 学 し や す い 交 通 計 画 を 検 討 す る （ ア ン ダー パ ス な ど ）  

→  双 葉 駅 北 側 の 踏 切 を 廃 止 し な い よ う に 継 続 して JR と 協 議 す る  

→  ニ ー ズ を 把 握 し た 上 、 ス ク ー ル バ ス の 運 行 も 検 討 す る  

課題２ 高台への徒歩移動・自転車移動 

→  坂 道 の 一 定 距 離 ご と に 歩 道 脇 に 休 憩 で き る 平 地 を 設 け る 等 歩 き や す い 工 夫 を 行 う  

→  最 高 到 達 点 よ り 下 で 敷 地 内 や 建 物 内 に 入 る 等 の 検 討 を 行 う  

→  デ マ ン ド バ ス 等 に よ り 徒 歩 で 来 ら れ な い 人 へ の 対 策 を 行 う  

課題３ 敷地北側の地割れ箇所の安全性 

→  特 に 南 側 は 健 全 な 地 盤 だ と 想 定 さ れ る が 、 ボ ー リ ン グ 調 査 等 を 適 切 に 行 い 、 安 全

性 を 最 大 限 確 認 し な が ら 事 業 を 進 め る  

 

な お 、 災 害 時 の 避 難 動 線 に つ い て は 、 前 面 道 路 の 整 備 は 済 ん で お り 、 健 全 な 状 態 が 確 保

さ れ て い る （ 南 側 は 開 校 ま で の 間 に 路 盤 、 歩 道 等 の 整 備 が さ れ る 予 定 で あ る ）。  

ま た 、駅 西 住 宅（ 公 営 住 宅 ）、特 定 復 興 再 生 拠 点 区 域 だ け で な く 、帰 還 困 難 区 域 も 含 む 全

域 で 帰 還 意 向 の あ る 自 宅 な ど は 避 難 指 示 解 除 が さ れ 、 居 住 が 可 能 と な る 見 込 み で あ る （ 福

島 復 興 再 生 特 別 措 置 法 の 改 正 ）。  

図表：旧双葉中学校の概要 
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７ 学校づくりの進め方  

 早 期 に 双 葉 町 に お い て 学 校 を 再 開 す る 取 り 組 み の た め に 、 各 段 階 に お い て 必 要 な 期 間 を

示 す。な お 、建 設 事 業 の 方 式（ 事 業 手 法 ）等 に よ り 、各 段 階 の 必 要 な 期 間 は 前 後 す る 。次 の

基 本 計 画 段 階 に お い て 事 業 手 法 を 検 討 し 、 新 し い 学 校 の 開 校 時 期 を 定 め る 。  
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８ これからの検討課題  

（１）双葉町ならではの新しい教育課程  

 新 し い 学 校 は 、 認 定 こ ど も 園 と 義 務 教 育 学 校 が 連 続 的 、 一 体 的 と な り 、 年 齢 、 国 籍 や バ

ッ ク グラ ウ ン ド が 異 な る 多 様 な 子 ど も た ち が 一 緒 に 学 び 、 社 会 課 題 に 向 き 合 い 地 域 や 社 会

の 課 題 を 一 緒 に 考 え る こ と を 目 指 す。 そ れ ら の 双 葉 町 が 目 指 す 新 し い 学 び や 新 し い 教 育 課

程 を 具 体 的 に 組 み 立 て る 。 ま た 、 学 校 教 育 に 加 え 、 0 歳 か ら の 子 ど も の 保 育 、 子 ど も た ち

の 放 課 後 の 活 動 、 社 会 教 育 と 学 校 教 育 の 連 続 性 、 子 育 て 世 代 や 大 人 の 活 動 プロ グラム 等 も

見 据 え 、 双 葉 町 の 総 合 的 な 保 育 ・ 教 育 プラ ン を つ く る 。  

 今 後 検 討 す る 施 設 計 画 の 方 向 性 と 取 り 組 む 活 動 は 密 接 に 関 わ る た め 、 構 想 ・ 計 画 段 階 か

ら 議 論 を 深 め 、 段 階 に 応 じ て 施 設 計 画 に 反 映 す る 。  

 

（２）地域社会との協働  

 双 葉 ふ れ あ い ク ラ ブ 等 の 学 校 と も 関 わ り な が ら 地 域 で 活 動 して い た 団 体 、 ふ た ば プロ ジ

ェ ク ト 等 の 町 役 場 と 連 携 し な が ら 活 動 を 行 う 団 体 、 中 野 地 区 復 興 産 業 拠 点 等 に 立 地 す る 地

元 の 企 業 な ど、 保 護 者 や 一 般 向 け の ア ン ケ ー ト で は 把 握 で き て い な い 地 域 の ニ ー ズ を 把 握

し 、地 域 と 話 し 合 い な が ら 計 画 に 取 り 組 む 。ま た 、意 見 要 望 を 聞 く と い う こ と に 留 ま ら ず、

一 緒 に 取 り 組 み 、 教 育 課 程 や 新 た な 活 動 を 生 み 出 せ る よ う に す る 。  

 

（３）地域に向けた情報の発信  

 双 葉 町 の 学 校 に 対 す る 興 味 や 関 心 が あ ま り な い 人 、 避 難 して い る 人 で も 、 学 校 づ く り に

つ い て 知 って も ら え る よ う に 、 広 報 、 ホ ーム ペ ー ジ や 説 明 会 等 の 様 々 な 手 段 に よ り 、 新 し

い 学 校 が 目 指 す も の 、 実 現 し た い と 考 えて い る こ と を 周 知 し 、 理 解 を 促 し 、 と も に 活 動 す

る 仲 間 を 増 や す。  

 

（４）社会課題と向き合う建築・建設事業  

 公 共 建 築 を つ く る 、 特 に 学 校 建 築 を つ く る こ と は 同 時 に 社 会 や 地 域 が 抱 え る 課 題 と 向 き

合 う 場 面 で も あ る 。 国 際 的 な 問 題 か ら 、 国 全 体 に 関 わ る 問 題 、 地 域 固 有 の 問 題 ま で 、 様 々

な 検 討 課 題 を 整 理 し 、 こ の 機 会 だ か ら で き る こ と に 取 り 組 む 。  

 双 葉 町 に は 、 以 下 の よ う な 多 様 な 検 討 課 題 が あ る 。  

・ 原 子 力 に 頼 ら な い 新 た な エ ネ ル ギ ー の 利 用 や ZEB 等 の 電 エ ネ ル ギ ー の 取 り 組 み  

・ 雨 水 利 用 、 雨 水 流 出 の 抑 制 、 水 源 地 の 涵 養 と 治 水 の た め の 環 境 整 備  

・ 子 ど も た ち が 生 活 す る 場 と して の 木 の ぬ く も り や 地 域 で 産 す る 材 料 と して の 木 材 活 用  

・ 学 校 給 食 や 高 齢 者 等 へ の 配 食 と 食 料 自 給 や 食 育  

・ 福 島 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ コ ー ス ト 構 想 等 の 新 し い 技 術 、 新 し い 産 業 の 活 用  な ど  

個 々 の 取 り 組 み は 直 接 的 な 担 当 課 や プロ ジ ェ ク ト 、 取 り 組 む 企 業 等 が お り 、 地 域 全 体 の

取 り 組 み と な る よ う に 協 働 で き る こ と を 積 極 的 に 模 索 す る 。  
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（５）将来に向けた拡張性・柔軟性  

 帰 還 と い う 大 き な 課 題 に よ り 、 子 ど も の 数 が 読 め な い 段 階 で 整 備 を 進 め る 事 業 と な る た

め 、 教 室 等 の 増 築 、 計 画 敷 地 内 へ の 他 の 種 類 の 建 物 整 備 等 が 行 わ れ る 可 能 性 が あ り 、 拡 張

性 ・ 柔 軟 性 の あ る 計 画 と す る 。 ま た 、 状 況 に 応 じ て 施 設 の 機 能 を 変 更 ・ 転 用 で き る 計 画 と

す る 。  
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おわりに：過去・現在・未来の絆を繋いでいく学校に  

 

い わ き 市 に あ る 仮 設 校 舎 で 学 ん で い る 双 葉 町 の 子 ど も た ち に 学 習 支 援 を 行 う こ と に な っ

た ご 縁 か ら 、 学 校 設 置 検 討 委 員 会 の 委 員 長 に お 声 が け い た だ き ま し た 。  

5 回 に わ た る 委 員 会 は 、町 民 を は じ め と す る 双 葉 町 や 福 島 に 縁 の 深 い 委 員 の み な さ ん の 、

双 葉 町 に 学 校 と 子 ど も た ち が 戻 って く る こ と へ の 喜 び 、 期 待 、 だ か ら こ そ 素 晴 ら し い 学 校

に し た い と い う 真 摯 な 思 い を 、 ひ し ひ し と 感 じ る 時 間 で し た 。 各 委 員 か ら の 「 未 来 の 双 葉

町 へ の メ ッ セ ー ジ 」 に も あ る よ う に 、 こ れ か ら 双 葉 町 に 創 ら れ る 学 校 は 、 子 ど も た ち や す

べ て の 町 民 だ け で な く 、 町 に 関 わ る 多 様 な ひ と び と が 集 い ・ 学 ぶ 場 に な る こ と 、 そ して 、

双 葉 町 の 歴 史 と 伝 統 の 復 興 と 未 来 の 発 展 の シ ン ボ ル に な る こ と が 期 待 さ れ て い ま す。 委 員

会 で の 議 論 の な か で 、 こ う し た ビ ジ ョ ン を 明 確 に で き た こ と を と て も 嬉 し く 思 い ま す。  

 

2023 年 の 8 月 と 12 月 に は 、30 名 近 い 大 学 生 と 仮 設 校 舎 を 訪 問 し 、児 童 生 徒 の み な さ ん

と 一 緒 に 学 習 を し 、 食 事 を 作 り 、「 夢 の 学 校 づ く り ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 を 実 施 し ま し た 。  

夏 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 児 童 生 徒 の み な さ ん と 大 学 生 が ペ ア を 組 み 、 学 校 を 案 内 して

も ら い な が ら 、 い ま の 学 校 で お 気 に 入 り の 場 所 、 少 し 苦 手 な 場 所 に つ い て 教 えて も ら い ま

し た 。 冬 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 学 校 に あ っ た ら い い な と 思 う 場 所 に つ い て 、 学 年 ご と に

考 え 、 制 作 して も ら い ま し た 。 ワ ー ク シ ョ ッ プ か ら 見 えて き た こ と は 、 大 き く ふ た つ あ り

ま す。ひ と つ は 、児 童 生 徒 の み な さ ん が 、い ま 通 って い る 仮 設 校 舎 の 学 校 を と て も 大 切 に 感

じ て い る こ と で す。 も う ひ と つ は 、 児 童 生 徒 の み な さ ん が 、 ひ と り で も 、 み ん な と で も 、

居 心 地 の い い 空 間 を 学 校 に 求 め て い る と い う こ と で す。 い ま 町 立 学 校 に 通 って い る 児 童 生

徒 の み な さ ん が 、 新 し く 完 成 す る 学 校 に 通 う こ と は 時 間 的 に 難 し い か も し れ ま せ ん 。 そ れ

で も 、 い ま の 子 ど も た ち の 声 や 思 い が 、 新 し い 学 校 の コ ン セ プト に で き る 限 り 反 映 さ れ る

こ と を 願 って い ま す。  

 

委 員 会 や 学 習 支 援 の 関 係 で 、 双 葉 町 を 訪 問 す る 機 会 に も 恵 ま れ ま し た 。 学 生 た ち と 共 に

旧 双 葉 中 学 校 の 校 舎 や 体 育 館 の な か に 入 り 、13 年 前 の あ の 日 で 時 が 止 ま っ た こ と を 実 感 す

る 時 間 を い た だ き ま し た 。 最 後 の 委 員 会 の あ と 、 双 葉 駅 か ら 産 業 交 流 セ ン タ ー ま で ひ と り

で 徒 歩 で 往 復 して み て 、過 去（ あ の 日 の ま ま の 建 物 ）と 現 在（ 新 し く 稼 働 して い る 諸 施 設 ）

と 未 来 （ 複 数 の 工 事 現 場 ） が 混 在 して い る 町 の よ う す を 体 感 し ま し た 。  

「 文 教 の ま ち 」 と して 多 様 な 文 化 や 伝 統 が 紡 が れ て い た 過 去 。 復 興 へ の 確 か な 歩 み を 進

め て い る 町 と 仮 設 校 舎 の 学 校 で 子 ど も た ち が 学 ん で い る 現 在 。 学 校 が シ ン ボ ル と な り 、 双

葉 町 が さ ら な る 復 興 と 展 開 を 遂 げる だ ろ う 未 来 。 新 し く 創 ら れ る 学 校 が 、 双 葉 町 の こ う し

た 過 去 ・ 現 在 ・ 未 来 すべ て を 大 切 に 包 含 し 、 絆 を 繋 い で い く 場 に な る こ と を 心 よ り 願 って

い ま す。  

 

学 校 設 置 検 討 委 員 会  委 員 長  

東 京 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科  准 教 授  

大 塚  類  
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未来の双葉町へのメッセージ  

 

 

 

双 葉 町 の 新 た な 学 校 づ く り の 議 論 を 通 して 、 様 々 な 方 の 双 葉 町 へ の 思 い や 願 い に 触 れ て

き ま し た 。 双 葉 町 に 固 有 の 歴 史 を 発 展 的 に 継 承 し な が ら 、 社 会 の 変 化 や 災 害 等 を 乗 り 越 え

て 在 り 続 け る 町 を つ く る た め の 園 や 学 校 の 在 り 方 に つ い て 考 え さ せ ら れ ま し た 。 日 本 の 保

育 や 教 育 が 大 き な 転 換 期 を 迎 えて い る 中 、 子 ど も も 大 人 も 一 人 ひ と り が 主 人 公 と な り 、 希

望 や 願 い を 持 って 過 去 か ら 未 来 へ 自 分 の ス ト ー リ ー を 紡 ぎ 続 け て い く 、 そ の 中 で 様 々 な 声

に 耳 を 傾 け 、 町 や 社 会 の 現 実 に 向 き 合 って い く … そ の よ う な 学 び が 生 ま れ る 学 校 を 期 待 し

ま す。町 に 関 わ る 多 様 な 方 々 の た く さ ん の 思 い や 願 い が 紡 が れ て 、「 ま ち の 未 来 づ く り 」が

一 層 進 む こ と を 願 って い ま す。  

福 島 大 学 人 間 発 達 文 化 学 類  准 教 授  坂 本 篤 史  

 

 

東 日 本 大 震 災 と 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 か ら 13 年 。 よ う や く 双 葉 町 に 学 校 が 戻 って

く る た め の 議 論 が 始 ま り ま し た 。 多 く の 課 題 が 山 積 す る 中 、 こ れ か ら 町 に 戻 って く る 学 校

は 希 望 の 光 で す。 学 校 は 町 の 将 来 の 担 い 手 で あ る 子 ど も た ち を 育 て る だ け で な く 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 中 心 と して 多 く の 人 々 が 集 い 、 対 話 と 協 働 を と お して 未 来 を 創 造 す る 場 に も な り

ま す。土 か ら 芽 吹 い た 小 さ な 双 葉 が や が て 多 く の 小 鳥 た ち が 憩 い 、さ えず り 、羽 ば た い て い

く 大 樹 と な る よ う に 、 双 葉 町 に 戻 って く る 学 校 が 、 多 く の 人 々 に 安 ら ぎと 豊 か な 学 び を 提

供 し 、 新 た な 世 界 へ と 雄 飛 さ せ る 場 と な る こ と を 祈 念 して い ま す。  

 

福 島 県 教 育 庁 教 育 総 務 課 課 長  堀 家 健 一  

 

 

 双 葉 町 で 再 開 す る 新 し い 学 校 に は 、た く さ ん の 夢 が 詰 ま って い ま す。英 語 を 中 心 に グロ ー

バ ル な 学 び が で き る 。 多 種 多 様 な 人 た ち と 交 流 で き 、 何 に で も 挑 戦 で き る 。 幼 少 期 か ら 世

界 で 活 躍 で き る よ う な 人 材 が 育 つ カ リ キ ュ ラム が あ る 。そ して 、安 全 で 安 心 な 環 境 が あ る 。  

双 葉 町 学 校 設 置 検 討 委 員 会 で は 、「 文 教 の ま ち 双 葉 」に ふ さ わ し い 、未 来 の 双 葉 町 を 担 う

子 ど も た ち を 育 て る 学 校 を つ く る た め 、 た く さ ん の 議 論 を 重 ね て き ま し た 。  

再 開 し た 学 校 に 通 う 子 ど も た ち の 笑 顔 で 、町 が 明 る く 照 ら さ れ る 日 を 思 い 浮 か べ な が ら 、

ぜ ひ 、 町 の さ ら な る 成 長 と 発 展 を め ざ して 前 進 して ほ し い と 思 い ま す。  

福 島 県 教 育 庁 相 双 教 育 事 務 所 所 長  武 口 隆 行  
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 震 災 か ら １ ３ 年 が 経 過 して 、 よ う や く 町 の 教 育 の 復 興 が ス タ ー ト し た こ と に 、 心 か ら う

れ し く 思 い ま す。どん な 学 校 が で き る の か 、子 ど も た ち が どう 感 じ る の か そ れ を 考 え る と 、

心 が わ く わ く ド キ ド キ して い ま す。 そ の 想 い を 子 ど も た ち は も ち ろ ん 、 町 民 の み な さ ん も

感 じ ら れ る よ う に し な け れ ば な ら な い と 思 って い ま す。 町 立 小 学 校 は 今 年 度 創 立 １ ５ ０ 周

年 そ して 、 仮 設 校 舎 で 再 開 して か ら １ ０ 周 年 を 迎 え ま し た 。 そ の 間 、 町 当 局 を は じ め 、 ご

支 援 い た だ い た 多 く の 方 々 、 教 職 員 の 努 力 に よ り 学 校 の 歴 史 と 伝 統 を 繋 い で く る こ と が で

き ま し た 。 新 し い 学 校 で も そ の こ と を し っ か り と 受 け 継 ぎ、 未 来 に 羽 ば た く 双 葉 の 子 が 育

って い く こ と を 願 って い ま す。 が ん ば れ 、 ふ た ば っ 子 ！  

双 葉 町 立 双 葉 南 小 学 校 ・ 双 葉 北 小 学 校 校 長  井 戸 川 浩  

 

 

 文 教 の 町 で あ る 双 葉 町 。古 か ら 人 の 営 み が あ っ た 土 地 。そ して 人 づ く り に 熱 心 だ っ た 町 。

こ れ か ら の 新 し い 双 葉 町 と して 再 生 さ せ て い く に して も 、 そ う し た 誇 り を 基 盤 に 置 い た 構

想 を 練 る こ と が 必 要 だ と 思 い ま す。  

 今 は バ ラ バ ラ に 見 え る か も し れ ま せ ん が 、 若 手 に も 熱 い 思 い を 持 っ た 人 が 大 勢 い ま す。

何 か 目 標 が あ れ ば 集 ま れ る 町 民 だ と 確 信 して お り 、 そ れ に よ って 町 の 将 来 が 決 ま って く る

と 思 い ま す。  

 未 来 の 双 葉 町 を 支 え る 子 供 達 を 育 て る 魅 力 あ る 学 校 施 設 が 完 成 す る こ と を 願 って お り ま

す。  

双 葉 町 社 会 教 育 委 員 の 会 議 議 長  江 井 俊 雄  

 

 

 双 葉 町 に 新 庁 舎 が 完 成 し 、 新 し い 企 業 も 次 々 と 誘 致 さ れ 、 住 民 の 方 々 も 少 しず つ 町 に 帰

還 して き て い る 中 、 学 校 設 置 に つ い て の 検 討 が 始 ま り 、 い よ い よ 、 子 ど も た ち の 元 気 な 声

が 聞 こ え る 町 に な って い く の だ な と 感 じ て い る と こ ろ で す。  

 震 災 後 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ が 失 わ れ た 町 で 、 こ の 教 育 施 設 が 子 ど も た ち の 学 び の 場 だ け

で は な く 、 地 域 住 民 を つ な ぐ 重 要 な 役 割 を 担 う 場 に な って ほ し い と 思 い ま す。  

 ま た 、 こ の 教 育 施 設 が 双 葉 町 の 発 展 と 復 興 の シ ン ボ ル に な って い く こ と を 心 か ら 願 って

い ま す。  

双 葉 南 小 学 校 教 諭  津 島 美 里  
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行 政 部 会 委 員  守  谷  信  雄  復 興 推 進 課  主 任 主 査 兼 係 長  

行 政 部 会 委 員  中  里  俊  勝  住 民 生 活 課  課 長  

行 政 部 会 委 員  関   滉  世  住 民 生 活 課  副 主 査  

行 政 部 会 委 員  安  部  恭  子  健 康 福 祉 課  専 門 保 健 師 兼 係 長  

行 政 部 会 委 員  井 戸 川  雄 太 郎  健 康 福 祉 課  主 査  

行 政 部 会 委 員  近  藤  力  壮  建 設 課  技 査  

行 政 部 会 委 員  加  村  め ぐみ  生 涯 学 習 課  課 長 補 佐 兼 係 長  

 

■事務局  

双 葉 町 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課  

株 式 会 社 教 育 環 境 研 究 所 （ 策 定 支 援 者 ）  

 


